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か ら, 著名な山前通跡を含む現在の小牛田町周辺, 青塚古頻を中心とす
る古川市西部, それに大塚森古墳を中心とする宮崎町, 中新田町周辺の
三カ所に古墳時代前期の古墳, 集落の集中地域がある(辻1997)ことが














なぉ, 本古填は, 故伊東信雄博士に よ り, 夷森古墳として紹介されて















































て ぉ り, 墳丘南束部分に部分的な投乱があるが, 概して保存状態は良好
であった (第2図)。
墳丘斜面は全体に均質に見えたが, 北側斜面を観察すると, わずかな
傾斜変換線が標高54m̃55m付近と , 5 1 m̃52m付近の等高線のあた
りで観察された。測量の段階では少なくとも下段の平坦面は確実と考え
た が, 上段に ついては確信するにはいたらなかった。 従つて域丘は二段
築成または三段築成と考えられた。
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第 2 図  大塚森古擴測最図











から見て城丘全体を覆うものではなく , テ ラ ス 直 上 か ら 高 さ 約 1 m ぐ ら
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写 真 2 jff f l:北側斜面のテラスとl[i:石 ( 第 1  ト レ ン チ )
'j:.真3 i質l 1 _西側斜面のlft 1 一一,スと -l11イ i ( 第 3  1 、 レ ン -f- )
いの範囲に 1 1本巻き状にめぐっていたと判断された。 1与'真 3  に,J、した第3
ト レ ン チ で 検 出 し た;,' 1:石は着f j1;j 1t し て い る も の の ,  築造当時の安に近い
と思われる。
こ う し た こ と か ら , 城 f i :は2条のテラス が巡る三段築成で, それぞれ
のテラスの直上に _ 1 - 下幅1 m 前後の 11111石が 1 l'.1;状 に め ぐ る も の と 考 え ら
れた。
崩壊したi11lf二iに混じって,  多くのii 形:l二器の破片が出:上し, tlt頂 か ら
落下したものと判断された。 l義fはすべて来一彩で, 焼成前に底部 .,'1fflu さ れ
て い る 。  多くが二重口緑の個体であるが一部に単純口緑の個体も合まれ
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ている。底部の数から見て, 多数の壼形土器が;買頂に配置されていたと
見られる。
周濠はごく 一部の調査にとどまっているが, 予想のとおり, ほぼ現在




























う 。  その掘削から閉じられていく過程から見てこの遺構が墓道として機
能 し て い た こ と は 明 ら か で あ る。
一方, 古い遭構は,遭構内の堆積土が新しい遺構の相対的な地山となっ
て い る こ と か ら ,  墓城, 墓道の掘削の段階では埋め戻された状態であっ
たと判断される。墳丘中段の最下部から始まり, 墳頂部までのびている。




第 4 図  基道, 作業用通路棋式図
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た lflill没坑の西側に平行するもう 一つの陥没坑があることが判明, さ ら に
掘り進めて東西にならぶ 2基の粘土榔を検出した。





















棺の精査, 写真撮影, 実測図作成終了後, 部分的に粘土都を断ち割り,





( l )  城丘の第造
① 築造場所の選定, 總張り。
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